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COIプログラムビジョン３

・ビジョン主導
・社会実装
・バックキャスト
・イノベーション
・新産業創出
・社会システム



共進化（共生し進化する）社会

多様な人々
（年齢・国籍）

公共と
個人

社会（制度・文化）と
先端技術

システムの
平時運用と災害時運用



2013年7月10日、日本経済新聞

なぜ都市なのか？持続性の課題

世界的に都市部への人口集中が続いている。
都市化率（都市部に住む人口の割合）は、先進
国では2010年時点ですでに70～80％に達し
ており、2050年には90％と大部分の人口が
都市に住むことになる。

2013年7月10日、日本経済新聞



2013年7月10日、日本経済新聞

社会システム改革の必要性

こうした都市化に伴うさまざまな問題を
解決する動きが世界に広がっているが、
ポイントは技術だけでなく社会システムや
あり方そのものを変え、新しい社会・ビジ
ネスモデルを創造することである。

●住民目線であること
●オープンであること
●イノベーティブ（革新的）であること

●住民を主体とした公共機関や産学とのコラボレーション
●サービスによるイノベーション
●規制への挑戦

■サービス創造に向けた視点



都市OS

都市

地方

世界
世界市場への展開

都市サービスの
共通基盤提供

(Urban Operating System)

都市規模に応じた
拡張性

都市OSの普及・展開（都市・地方・世界）



あらゆる社会システムを支える社会情報基盤

社会情報基盤技術

社会システム
行政システム、経済システム、通信システム
交通システム、物流システム、放送システム
医療システム、教育システム、防災システム
商業、農林水産業、環境、徴税、治安、国防

情報
ネットワーク

ハードウェア ソフトウェア

経済性・効率性 快適・豊かさ安全・安心

産学フォーラム／安浦RL資料

共進化社会



なぜICT？ビッグデータ時代

・ 過去３年で生成されたデータは、その前の４万年で生成された
データより多い。(Big Data)

・ それらのデータのほとんどに位置情報と時刻情報が含まれる。
(Location and time Data)

・ 政府や自治体は、持っているデータの公開が必然となっている。
（Open Data)

データ量は
Zetta Byte (1021)
の時代
kilo, mega, giga, 
tera, peta, exa, zetta

産学フォーラム／安浦RL資料



産学フォーラム／安浦RL資料

・ ICT（情報通信技術）は現代のイノベーションの根源
である。人類はこれまで手にしたことの無い技術や大量
のデータと知識を、従来とは破格の低コストで手に入れ
ることができるようになった。
・ 情報通信技術の存在を前提として社会の構造や制度
を再設計する時代である。

環境としての情報システム
インターネット
ユビキタスコンピューティング
センサーネットワーク
Cyber Physical System

ICTによる社会イノベーション



都市OSによる３つのモビリティ提供

全ての人が、いつでも、どこでも、

都市ＯＳ

・ヒト/モノのモビリティ
ヒトやモノの自由な移動

・エネルギーモビリティ
エネルギーの安定供給

・情報モビリティ
各種情報への自由なアクセス



社会構造と人々のマインドをゼロからリニューアルする
革新的な社会基盤システムの構築

産業数学の活用による
技術・社会イノベーション

情報
モビリティ
九大

早稲田大

エネルギー
モビリティ
九大・東大
東工大

ヒト/モノの
モビリティ
九大

科学技術
イノべーション政策の検討

サイバーフィジカルシステム
マネジメントプラットフォーム(CPS-MP)：九大

都市デザインと
移動体の新しい
ソリューション

スムーズな
社会実装

トランスポーテーション
マネジメントシステム
（TMS）：横国大

エネルギー
マネジメントシステム
（EMS）：東大

革新的な社会基盤システムの構築
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倉庫
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オフィスビル

高速道路

監視カメラ

入退館ゲート

ＥＳＣ

商業複合ビル

空港
産地

農業

橋
堤防

航空管制

住宅
マンション

ＳＡ/ＰＡ

ゴミ
処理場コンビニ 商店街

駅

農業用水路

病院
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河川
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トンネル

医療

都市ＯＳ

その他の
オープンデータ

交通情報センサーデータ エネルギー消費

仮想都市モデル
入退館ゲート

ＳＡ/ＰＡ
トンネル

TMS
ヒト/モノモビリティ

の最適化
EMS

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

グリーンパワーモ
デレータ

スマート&マルチ
モータルシステム

ヒト／モノ／ロボット
共生型快適空間

パーソナルモビリティ
システム

多様なニーズに応え、社会を活性化する都市オペレーティングシステム

電力消費
実世界

交通システム

高齢化社会

社会基盤システムの構築：実装モデル



統合システムとしての都市OS



都市OSプラットホーム



都市OSプラットホーム



都市OSプラットホーム



情報表示・案内
システム

人流・物流・車流
センシング

エネルギー
貯蔵量・消費量
センシング

都市ＯＳコア
ソフトウェア

最適化、シミュレーション

情報 エネルギー

制度・法令・社会

アプリケーション
ソフトウェア

サービス
ネットワーク

ストレージ

データ
ネットワーク

デバイス
ネットワーク

社
会
生
活
基
盤
（
制
度
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
・
産
業
創
出
）

都
市O

S

デ
バ
イ
ス
（
社
会
情
報
）

イノベーションユニットCSTIPS
（ユニットD2）

EMSサテライト
（ユニットF)

TMSサテライト
（ユニットE)

プラットフォームユニット
CPS-MP（ユニットA)

イノベーションユニットIMI （ユニット
D1)

エネルギーユニット
（ユニットB)

情報ユニット
（ユニットC)

情報

エネルギー

IMI

BODIC

TMS

EMS

CSTIPS

CPS

プラットフォームユニット
ヒトモノ（ユニットA)

ヒトモノ

エネルギーユニット
（ユニットB)

エネルギー

都市OS構成







＜実証＞2030年ごろの「水素社会」を世界初で具現化
●大学キャンパスを再エネも含めたスマート未来社会へ！
●キャンパス公用車のゼロエミッション化！
●燃料電池常時発電による非常用電源確保（安心）！
●電力・ガス自由化後のエネルギー未来社会を実現！

（実証実験キャンパス＝
タイムカプセルのような
未来の街で大学生が勉強
して社会へ羽ばたく場！）

19

ガス
電気 水素

次世代燃料電池
超高効率発電

水素ステーション
（水電解で水素を製造） 燃料電池公用車

（トヨタほか）

（燃料電池バス）
太陽電池 風力発電機

燃料電池・水素エネルギーを使いこなす「水素社会」

九州大学伊都キャンパスで今年度中に具現化！

電力系統
（学内）

水素燃料電池
（水素を電気に変換）

再エネ

（年間使用電力量：日本全体で約1兆kWh、
伊都キャンパスはその約３万分の１）

（写真はイメージ） 日経（全国版）2014年9月24日掲載



エネルギー可視化システム ・伊都キャンパス

①キャンパス全体の系統電力（計測ポイント：エネルギーセンター）
②太陽光発電（次世代エネルギー実証センター、I2CNER）
③風力発電（次世代エネルギー実証センター）
④都市ガス（キャンパス入口）
⑤本日のCO2削減量（太陽光、風力から換算）
⑥水素ステーション製造・供給水素量
⑦250ｋW燃料電池（NEXT-FC)
⑧1kW×3台（稲盛、アカデミックランタン、HY30）

➀

⑥

②③④

⑦

④

⑧

⑧
⑧

②

発電量

電力量

電圧/電流/電力

水素生成量

水素供給量

FC稼働率 ガス使用量

発電量

FC稼働率

CO2削減量

ガス使用量

水使用量

室内温湿度

一部棟、施設、設備

CO2濃度

外気温湿度

降雨量

風向/風速

上水/再生水量

その他

FC稼働率

FC稼働率



情報モビリティ・有機デバイス応用

誘導パネル

ELカード 介護ロボット

EL車両外装パネル
交通標識／誘導板

ビル側壁パネル

EL路面灯

誘導グッズ

ELショーウィンドウ

バス停

車載用EL

情報端末

伊都キャンパス行

緊急出動中



夜間人口

横浜国大サテライト・TMS

交通対応型ICTプラットホーム
文化を考慮した都市構造解析と空間設計
データや付加価値を踏まえた交通システムの構築

領域型バス停のアイコン

領域型バス停のイメージパース

「領域型バス停」の提案

バス停の分布リサーチ
（上図は博多・天神）

Smart & Multi-Modal Mobility 



東大サテライト・EMS

安心安全で豊かな低炭素社会のためのイノベーションの実現

＜技術革新＞ ＜制度革新＞

需
要
側
の
課
題

限定合理性と
初期費用の負担

技術革新、量産効果
による価格低減

日本版グリーンディールの創設

家庭版ESCOの費用対効果
ICTネットワーク
による診断技術の開発

廉価な診断と信頼性をともに
担保出来る制度の設計と実現

不完全情報による
技術未普及

ICTネットワーク
による情報普及

廉価な診断と信頼性をともに
担保出来る制度の設計と実現

供
給
側
の
課
題

PV，風力の
大量導入と系統安定性

系統の安定化技術
の開発

系統安定化のためのアンシラリーサー
ビスの制度設計

FITの導入と
家計や経済への影響

技術革新、量産効果
によるコスト低減

FITに代わる新しいファイナンスの
制度設計

家庭用小売電気の自由化と
発電設備投資環境の不透明化

家電製品の効率向上と
発電効率の向上

需要側の省エネを抜本的に
向上させる制度設計

技術革新と制度革新のシナジーによる課題の解決

イノベーションの活性化（新たな事業体の創出） 23



「共進化社会システム創成拠点」体制
2014.1.17

ヒト/モノの

モビリティ

CPS-MP

ユニット

情報

モビリティ

ユニット

イノベーション

（IMI)

ユニット

イノベーション

（CSTIPS)

ユニット

ＥＭＳ

東大

サテライト

ＴＭＳ

横浜国大

サテライト

エネルギー

モビリティ

ユニット

共進化社会
システム
創成拠点

ｼｽﾃﾑ情報科学研究院
谷口UL
村上UL

次世代燃料電池
産学連携研究ｾﾝﾀｰ

佐々木UL

最先端
有機光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

研究ｾﾝﾀｰ
安達UL

ﾏｽ･ﾌｫｱ･ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所
佐伯UL

科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ政策
教育研究ｾﾝﾀｰ

永田UL

大学院工学系研究科
電気系工学専攻

松橋SL

都市ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
研究院
中村SL

：九州大学（中核拠点）

：横浜国立大学、東京大学
（サテライト拠点）



「共進化社会システム創成拠点」体制

エネルギー
EMS

情報
TMS
ヒト/モノ

イノベーション
・CSTIPS

・CPSMP

イノベーション
・IMI

都市OS

http://www.u-tokyo.ac.jp/index_j.html
http://www.u-tokyo.ac.jp/index_j.html


九大拠点

ヒト／モノのモビリティユニット

■日立製作所
■日本電気
■九州先端科学技術研究所(ISIT)
■日本自動車研究所(JARI)

エネルギーモビリティユニット

■日産自動車（総合研究所EVシステム研究所）
■東京ガス
■ＪＸ日鉱日石エネルギー

情報モビリティユニット

■東芝機械
■コムラテック
■早稲田大学
■九州先端科学技術研究所(ISIT)
■コニカミノルタ
■東洋紡
■保土谷化学工業
■デンソー
■ハリマ化成
■福岡県産業・科学技術振興財団(福岡IST)
■船井電機
■みずほ情報総研
■ジャパンディスプレイ

イノベーション（IMI）ユニット

■日本電信電話
■オー・エル・エム・デジタル

横浜国大サテライト

■日立製作所
■富士通
■西日本鉄道
■計量計画研究所
■リレーションズ
■日野自動車
■日産自動車（総合研究所モビリティサービス研究所）
■ESRIジャパン
■富士ゼロックス
■日本マイクロソフト

東大サテライト

■信越化学
■静岡ガス

福岡市
伊都キャンパス～中心部～アイランドシティ

横浜市 みなとみらい地区

福岡市 アイランドシティ

福岡県

福岡市

総務企画局企画調整部

経済観光文化局
新産業振興課

環境局エネルギー政策課

住宅都市局都市計画部
交通計画課

港湾局ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ経営計画部

市長室

佐賀県

ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ&ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ
In九州 BODIK

福岡地域戦略
推進協議会 FDC

福岡市ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ
創造協議会

福岡アジア都市研究所
URC

商工部新産業・技術新興課
水素班

交通政策部

■福岡市
■福岡ｱｼﾞｱ都市研究所
■九州先端科学技術研究所

■福岡市
■会員企業：３０数社

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ
UDCIC

■スマートシティ部会
・エネルギー
・モビリティ
・グローバル
■正会員：５８社
■特別会員：６社
■賛助会員：２２社

横浜市

政策局
温暖化対策統括本部

産学連携機構九州
九大TLO

社会実装に向けた地域・企業連携
（九大、横国大、東大）



共進化社会システムイノベーション施設

（2015年春完成予定）

アンダーワンルーフの異分野融合拠点



Ｈ25年度

2013年度

Ｈ26年度

2014年度

Ｈ27年度

2015年度

Ｈ28年度

2016年度

Ｈ29年度

2017年度

Ｈ30年度

2018年度

Ｈ31年度

2019年度

Ｈ32年度

2020年度

Ｈ33年度

2021年度

ショーケース

イベント

ヒト／モノの
モビリティ
CPS-MP

エネルギー
モビリティ

情報
モビリティ

イノベーション
ユニット

TMS

サテライト

EMS

サテライト

2016年6月24日 2020年7月24日

ライオンズクラブ
国際会議
（福岡）

東京
オリンピック

第１フェーズ 第２フェーズ 第３フェーズ

共
進
化
社
会
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
装

数理モデルシミュレーション

CPS&ビッグデータ

プラットホーム構築
CPS&ビッグデータ

プラットフォーム実験・評価

要素技術・評価手法確立・材料開発

プロセス技術開発 デバイス・ディスプレイのデモ

フレキシブル基板対応、有機半導体センシング、エネルギーデバイス試作・評価

プラットフォームの社会実装

製造装置事業立ち上げ

ディスプレイ・システム試作・デモ

デバイス技術確立・モビリティ用

システム検討

科学技術イノベーション政策

SMMMシステム、ICTP、

都市デザイン手法の開発

各種省エネルギー素材・システムの開発・評価

日本版グリーンディールの制度設計と実装

SMMMシステム、ICTP、

都市デザイン手法の実験
SMMMシステム、ICTP、都

市デザイン手法の社会実装

共進化社会システム創成拠点計画



短期研究開発計画（～H27年度）

H27年度、大学・地域にて都市OS社会実証実験を開始する

第１フェーズ 第２フェーズ 第３フェーズ

H25 H26 H27 （H28～H30）（H31～H33）

構想検討
研究開発
連携体制構築
事業計画立案 実証実験

製品化
ビジネス構築
社会実装

都市OS
プロトタイプ

先端デバイス

水素キャンパス

融合拠点

ビッグデータ
オープンデータ
アプリケーション

都市OS

BODIC

水素キャンパス

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ拠点



「共進化社会システム創成拠点」Webサイト

Center for Co-Evolutional Social System

共進化社会システム創成拠点

「共進化社会システム創成拠点」
Webサイト URL

http://coi.kyushu-u.ac.jp

ご清聴ありがとうございました。

http://coi.kyushu-u.ac.jp/

